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「C60化合物における物性研究の新展開」 

大阪工業大学  平郡 諭 氏 

 
１） 初期物性研究 

２） 普遍的電子相図の報告 

３） 残された課題と新展開 

C60 フラーレンは究極のゼロ次元分子です。分子構造の対称性の高さから C60 の分子軌道は多くの縮重

軌道を有し、固体 C60 のバンド構造もその対称性の高さが反映され多彩な物性が現れます。固体 C60 はバ

ンドギャップ～1.6 eV の半導体ですが、アルカリ金属等をドーピングすると基底状態は金属・超伝導になり

ます。近年 C60 化合物の非従来型物性が報告されπ電子系分子性固体として新たな展開が期待されてい

ます。C60 化合物における物性研究を振り返った際に現在残されている課題、実験技術的障壁を克服する

ことで拓かれる新展開を紹介します。 

 

「熱移動制御による気相成長繊維状炭素の高効率製造」 

       北海道大学大学院  向井 紳 氏 
 

１） 気相における繊維状炭素の製造 

２） LPI 法による炭素繊維(VGCF)の製造 

３） LPI 法によるカーボンナノファイバー(CNF)の製造 

４） CNF の成長過程を考慮した LPI 法の改良 

CNT、CNF、VGCF 等の気相成長繊維状炭素は金属ナノ粒子の触媒作用と熱 CVD が関与する非常に

複雑なプロセスで製造されますが、プロセスが進行する中でいかに上手く熱移動を制御するかが高い効率

で製品を得るポイントとなります。本講演ではプロセス上のちょっとした工夫で、非常に高い成長速度の達

成や、非常に高い炭素収率での製造が可能となることを紹介します。 
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